


業界を横断して様々なサブスクサービスを集約する新しいプラットフォーム
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出店ブランド数70、サブスクコース数150を超えるモール型のサブスクリプション・サービスです。⼤型シ
ョッピングセンターで買い物するように、お気に⼊りのブランドが提供する「メニュー」を楽しく選べま
す。※2021年8⽉末現在



既存サブスクサービスとの違い（ファッション）
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これまでのサブスクサービサーでは難しかった、貴ブランド独⾃のサブスクメニューを簡単に作れます

サイト側がブランドアイテムをセレクトし、
お客様へスタイリング提案する

沢山のアイテムから
自分の好きなアイテムを選ぶことができる

2セルフチョイス型
(メチャカリ) 

1セレクトショップ提案型
(エアークロゼット、ROBES) 

サイトのファンは増えるが…
ブランドのファン作りにはならない

（ただ商品を卸しているに過ぎない）

ブランドのファンには嬉しいが…
選んだり返却が億劫

（サブスクのラクチンさとは逆行）

運営会社ブランドA

ブランドB

ブランドC

n 業界初のブランド提案型! 
n ブランド側から打ち出し商品やコーディネート/コースを提案

サブミーのサブスクサービスなら…



submee のメニュー例①
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【定期購⼊型：毎⽉お届け】

GIRLS デイリーセット：⽉額3,630円（税込）

「petit main」のかわいい新作デイリーキッズウェアです。
トップス1点＋ボトムス１点のコーディネートが毎⽉届きます（サイズは
80〜130cm、10cm刻みで選択）。
他では⾒かけないやわらかいニュアンスカラーでさり気なくオシャレに！

* 本メニューは定期購⼊型です。商品のご返却は不要です。

【定期購⼊型：3ヶ⽉毎のお届け】

シューズコーズ（WOMENʼS）：⽉額10,800円（税込）

シーズンに合わせた、マドラスモデロの新作シューズをお届けします。
「マドラスモデロ」の新作商品1⾜を、3ヶ⽉ごとにお届けします。

* 本メニューは定期購⼊型です。商品のご返却は不要です。



submee のメニュー例②

4

【定期購⼊型：年に2回の交換を継続して実施】

air-linen 定期クリーニングコース：⽉額4,980円（税込）

air-linenがお客様専⽤のお布団をご⽤意し、『クリーニング』も『⾐替え
』も『シミ抜き』も『補修や交換』も全部コミコミでお世話させて頂き、
お客様の睡眠環境を１年を通して清潔に保ちます。

* 本メニューは定期利⽤型で最低利⽤期間は12ヶ⽉です。5⽉と10⽉に商品の交換をいた
します。

【定期利⽤型：購⼊・返却選択型】

COLEMAN コンプリート・セット：⽉額8,000円（税込）

上級キャンパー垂涎の「Coleman × URBAN RESEARCH」セットです。
セット内容は、ヒーリングチェア、クイックアップIGシェード、コンパ
クトフォールディングチェア、エクスカーションクーラーの4点。
2021年2⽉頃の発送予定です。

* 本メニューは定期利⽤型で最低利⽤期間は3ヶ⽉です。期間満了時にご返却またはお買
取りのいずれかをお選びいただけます。



submee：３つの特徴
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ユーザーとの
関係強化

ブランド・コンセプト
を訴求

販売⾦額に応じた⼿数料だけをいただく従量制課⾦制です。

ブランド独⾃のメニューでご出店いただけます。
他社情報共有・メニュー開発のアドバイスもいたします。

他ECモールと異なり、お客様情報を共有します。
出店社様から直接お客様へアプローチ可能です。

・初期費⽤無料
・⽉額固定費無料



顧客 出店者

submee：業務フロー
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商品発送

出荷依頼
お⽀払い

ご注⽂
お⽀払い

広告宣伝等
マーケティング

注⽂ 出荷依頼 出荷/発送 到着

ユーザー→弊社 弊社→貴社 貴社→ユーザー ユーザー

スケジュール① 毎⽉：1〜15⽇ 18⽇ 25⽇ 27⽇

スケジュール② 毎⽉：16〜末⽇ 翌⽉：3⽇ 10⽇ 12⽇

【注⽂〜発送スケジュール】

* ⽉に2回の注⽂締切⽇に合わせて、それぞれ発送していただきます。

※30⽇サイト（当⽉末締め・翌末払い）



持続可能社会に向けて
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環境のために我慢するのではなく、⽣活を楽しみながら持続可能社会を実現します。

submee は、便利なサービスであるだけではなく、サブスクリプションすることで持続可能な社会作りにも
貢献できるサービスです。

まずは、submeeでは、不要となった商品は無料で回収し、再利⽤または寄贈します。

将来的には、submee のユーザーが増えるにつれて、各ブランドが計画⽣産できるようになります。そうな
れば⽣産や物流の無駄がなくなるので、過剰⽣産が抑制されて廃棄物の発⽣も削減されます（参照：国連が
掲げるSDGs = Sustainable Development Goals / 持続可能な開発⽬標の「つくる責任 つかう責任」）。

さらに、各ブランドのコストも削減されるので、その分、より⾯⽩い製品やサービスが登場する可能性が⾼
まります。



THANK YOU

株式会社 submee
〒112-0011 東京都⽂京区千⽯3-17-13
info@submee.co.jp

≪お問い合わせ先≫


